
 

「府中市市民協働の推進に関する基本方針（案）」及び「府中市市民協働

都市宣言（案）」に対するパブリック・コメント手続の実施結果について 

 

１ 実施期間  平成２５年１２月２４日（火）から平成２６年１月２７日（月）まで 

 

２ 意見の提出状況 

意見件数 提出者数 
意見の提出方法別人数 

電子メール ファックス 郵送 意見投函箱 

１２件 ５名 ３名 １名 ０名 １名 

 

３ 意見の概要及び意見に対する考え方 

※頁数はパブリック・コメント実施時のものとなっています。 

No. 頁数 項目 意見の概要 意見に対する考え方 

１ ２ 

第２章  

府中市が目指

す協働の姿 

１ 協働の必

要性 

４行目の冒頭の「が」は、

「は」のほうがよいと思い

ました。 

 ご意見のとおり、「地域社会

を取り巻く環境は大きく変化

し、」に修正いたします。 

２ ５ 

第２章  

府中市が目指

す協働の姿 

４ 府中市ら

しい協働 

「府中市らしい協働」の意

味があまりにも大きく広い

表現なので、どのことをさ

しているのか、もっと言葉

を分かり易く、具体的にイ

メージができるような行動

表現が良いのではと思う。

府中市のまち創りの力は行

政の協力なしには実現しな

いものであるため、意見を

聞いたときに否定すること

を最初に考えるのでなく、

いかに良い方向に考えられ

るかが基本になるような気

がする。 

 当協議会におきましても、

府中市の魅力は様々ある中

で、いかに「府中らしい協働」

を掲げ、推進していくかにつ

いて議論がありましたが、協

働は様々な分野やテーマで進

められる可能性があることか

ら、全体を通じて、できるだ

け特定の分野やテーマに偏ら

ないように配慮した経緯がご

ざいます。 

 ただし、ご指摘のとおり、

少しでも読んだ方に、自分の

身の回りのことからでも「府

中市らしい協働に取り組める

んだ」と感じていただけるよ

う、基本方針（案）「第２章 府

中市が目指す協働の姿 ４ 府

中市らしい協働」について、

『本市において、今後、協働

によるまちづくりをより効果

的にすすめていくためには、

各主体が、あらためて本市の

特徴やまちづくりにおける役

割を理解するとともに、それ



 

ぞれの特性や専門性を十分に

発揮することが重要です。そ

のうえで、ともに考え、汗を

流し、一体となって取り組む

ことにより、「府中市らしい」

協働が育まれていくと考えま

す。』に改めます。 

 あわせて、府中市らしい協

働をより実現するため、「第２

章 府中市が目指す協働の

姿」において「さらに、総合

病院や専門病院などの医療機

関も充実しており、市民の暮

らしに安心感を与えているな

どの特徴があります。」と記載

することとします。 

３ ５ 

第２章  

府中市が目指

す協働の姿 

４ 府中市ら

しい協働 

「ウ 目的型活動団体」に

ついて、方針案の他の部分

では、協働を推進する様々

な主体間の「対等」性が謳

われているにも関わらず、

「自己責任のもとで」とい

う文言が出てくることに、

たいへんな違和感を覚えま

した。「社会的な課題に向き

合って設立された目的型活

動団体には、協働による街

づくりを主体的に推進する

役割が期待される。そうい

った活動を拡げてゆくため

にも、広く市民に活動内容

等を紹介するなかで、参加

の「場」を提供したり、協

働の意味について考えるき

っかけを提供したりする活

動もまた期待される。」とい

った文言の方が、本質を突

いているような気がしま

す。 

 ご意見を踏まえ、「自らの活

動が果たす社会的意義を踏ま

え、協働によるまちづくりを

主体的に推進するとともに、

広く市民に活動内容等を紹介

し、参加の場や機会を提供す

ることが期待されます。」に修

正いたします。 

 

４ 

１２

～ 

１４ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

今までに協働に関する施策

が実行されてきましたが、

個の職員の意識のなさに長

い間進歩が遅かったと思っ

ています。庁舎内の教育、

広報が十分に行われないと

また同じことの繰り返しに

なると考えられるため、ま

 「協働の推進に係る庁舎内

の教育等の必要性」につきま

しては、基本方針（案）「第４

章 協働を推進するための基

盤づくり （２） 職員の意識

改革・スキルアップ」におい

て取組の方向性を示しており

ます。 



 

ち創りを推進する方が長期

間チェック、見守りを行っ

てほしい。民間の活力と行

政の動向は評価を通して出

来上がるものと考えます。 

 また、「協働の推進に係るチ

ェック・見守りの実施の必要

性」につきましても、同様に

「（８） 協働を推進するため

の組織的な仕組みづくりの検

討」や「（９） 協働事業の評

価・検証の仕組みの整備」に

おいて取組の方向性を示して

おります。 

 なお、当協議会におきまし

ては、次年度、これらに基づ

き、具体的な行動計画の検討

を進めてまいりますので、そ

の際にはいただいたご意見を

踏まえ、議論してまいります。 

５ １２ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

地域の課題解決を進める

様々な立場の『市民』が連

携し、まちづくりに向けて

相乗効果を出していけるこ

とが望ましいと考えます

が、市民同士の情報共有や

意見交換の場が持てない現

状です。次世代へつなげる

地域の活性化のためには、

それぞれが連携する意識と

連携できる仕組みが必要だ

と考えます。市の役割とし

て、様々な主体を協働へつ

なぐための場の設定や事業

形態（委託・協賛・補助な

ど）の整備を行うことが必

要だと考えます。 

 「様々な主体を協働へとつ

なぐための場の設定」につき

ましては、基本方針（案）「第

４章 協働を推進するための

基盤づくり （３） 情報共有・

双方向型コミュニケーション

の推進」において、また「事

業形態の整備」につきまして

は、基本方針（案）「第３章 協

働の進め方」において、それ

ぞれ考え方や取組の方向性を

示しております。 

 当協議会におきましては、

次年度、これらに基づき、具

体的な行動計画の検討を進め

てまいりますので、その際に

はいただいたご意見を踏ま

え、議論してまいります。 

６ １３ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

「（５）市民活動拠点施設等

の有効活用」について、こ

の項目に、協働推進のため

の場が必要である旨が出て

きます。ぜひとも、世代を

超えた市民からなる協議会

をつくり、再開発事業によ

ってできる市民活動拠点施

設の在り方や、それと在来

の公共施設とのネットワー

クによる協働の「場」の在

り方について協議してほし

い。 

 「市民活動拠点施設の在り

方そのものを協議するための

協議会の設置」につきまして

は、当協議会の所管ではあり

ませんが、府中市ホームペー

ジに掲載のとおり、平成２５

年１月に府中市市民活動推進

協議会から府中市長に対して

「府中市における市民活動の

推進に向けた施策について」

検討結果報告書が提出されて

おり、この中で当該施設の基

本的な在り方等についても検

討されていることをお伝えい



 

たします。（なお、市では、当

該報告を踏まえ、市民活動拠

点施設の在り方について検討

をしております。） 

 なお、「在来の公共施設との

ネットワークによる協働の

「場」の在り方を協議するた

めの協議会の設置」につきま

しては、基本方針（案）「第４

章 協働を推進するための基

盤づくり、（８）協働を推進す

るための組織的な仕組みづく

りの検討」において方向性を

示しております。 

 当協議会におきましては、

次年度、この方向性に基づき、

具体的な行動計画の検討を進

めてまいりますので、その際

には世代を超えた協議会の設

置等、いただいたご意見を踏

まえ、議論してまいります。 

７ １３ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

市民・行政が対等な立場で、

特性を生かした事業が幅広

い分野で広がっていくこと

で、市民主体のまちづくり

が構築されていくと考えま

す。市民それぞれの発想力

と強みを活かした事業の立

ち上げと市民の役割の意識

向上のために、市民からの

協働事業の提案を広く募る

ことが必要だと考えます。

また、その活動を広く地域

に見せることで、協働事業

の必要性を実感でき、市民

の寄付意識など、活動を支

える環境づくりが進み、事

業の自立が可能になると考

えます。 

 「市民からの協働事業の提

案募集」及び「市民の寄附意

識の醸成」につきましては、

基本方針（案）「第４章 協働

を推進するための基盤づくり 

（６） 市民自身が市民の活動

を支える環境づくり」及び

「（７） 協働事業提案制度の

整備」において、取組の方向

性を示しております。 

 当協議会におきましては、

次年度、これらに基づき、具

体的な行動計画の検討を進め

てまいりますので、その際に

はいただいたご意見を踏ま

え、議論してまいります。 

８ １４ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

組織の継続性とそれなりの

権限やモチベーションがな

いと、継続は困難です。組

織体制や PDCAのチェッ

ク部分などの追加表記が必

要です。                                         

「府中市NPO・ボランティ

ア活動及び協働の推進に関

 基本方針（案）「第４章 協

働を推進するための基盤づく

り（８）協働を推進するため

の組織的な仕組みづくりの検

討」及び「（１０）協働の取組

を効果的に進めるための行動

計画の策定・条例の整備」に

おいて、組織体制の構築や



 

する指針」がこれまでの１

０年間どのような扱いを受

けてきたのかが、基本方針

を見ても表記がありませ

ん。基本方針の１４頁（１

０）の「PDCA サイクルに

基づく進行管理を行う」と

するなら、まずこれまでど

うだったか、何が問題だっ

たか、が明確になっている

べきです。 

PDCA サイクルの必要性につ

いて提言しており、具体的な

取組については、次年度の行

動計画の検討を進める中で議

論してまいります。なお、基

本方針及び都市宣言は、それ

自身が普遍性・継続性を有す

るものであることから、組織

の継続性についてあらためて

追加表記する必要はないもの

と考えます。 

また、従来の指針の取扱い

や振り返りの結果を明記すべ

きとのご意見ですが、当協議

会は、これからの府中市が市

民協働に取り組む基本方針に

ついて議論する場であり、検

討にあたって、従来の指針に

基づいた取組の現状や課題な

どを確認しましたが、この基

本方針の中で１０年間の評価

を記載する予定はございませ

ん。なお、基本方針（案）「第

４章 協働を推進するための

基盤づくり （１０）協働の取

組を効果的に進めるための行

動計画の策定・条例の整備」

におけるPDCAサイクルの記

述につきましては、今回策定

する基本方針に基づく具体的

な行動計画に対するもので、

今後の進行管理を想定してい

ます。 

９ １４ 

第４章  

協働を推進す

るための基盤

づくり 

協議会より提案された方針

に沿った協働を確実に推進

するために、協働事業の目

的を明確にした具体的な事

業形態の提案と行動計画の

策定を望みます。 

 協働事業を進める際には、

協働の原則に則って取り組む

ことが求められ、基本方針

（案）におきましても、「第３

章 協働の進め方 １ 協働の

原則 ア 目的共有の原則」を

明記しております。したがい

まして、各主体間で協働事業

を行う場合は、この「目的共

有の原則」に則り、当該事業

の目的を明確にした上で、こ

れを共有し、取組を進める必

要があります。 

 当協議会では、方針に沿っ



 

た協働を確実に推進するた

め、次年度、具体的な行動計

画の検討を進めてまいりま

す。その際には、いただいた

ご意見を踏まえ、「協働事業提

案制度等」における目的の明

確化や具体的な事業形態の提

案等につきましても、議論し

てまいります。 

１０ 

  とても読み易く、内容・基

本的なつかみ方・認識・方

法論に共感した。                                      

今後府中市が行う施策が市

民の理解と協力と認識と高

度な人間性なしに実行と実

現への道程は難しいのだろ

うと勉強した。                                                

一市民として何からやって

いくことが協働につながる

のか考えて行動したい。 

－ 

１１ 

 

  市民協働の定義を、「府中市

市民協働の推進に関する基

本方針（案）」（以下「基本

方針」）及び「府中市市民協

働都市宣言（案）」（以下「宣

言」）と、第６次府中市総合

計画などとの整合性を図っ

てください。                                                        

市民協働の考え方を府中市

の中に根付かせようとする

なら、この基本方針をベー

スにして、おかしな使い方

を補正していくことが必要

です。例えば、総合計画の

中で、協働するのは市民と

事業者であり、市は誘導、

指導、推進するとの高みか

らの表現が見られます。本

来の「協働」の表現は、基

本方針のとおり、対等の立

場で市民や各活動団体と市

が主体となって行う活動の

はずです。しかし、必ずし

もそうではない表現が総合

計画の中に混じるのは理解

が得られないのではないか

と思います。「協働」が今総

 第６次府中市総合計画及び

インフラマネジメント計画に

おける「協働」の用法に対す

るご意見につきましては、市

民協働推進協議会（以下「当

協議会」といいます。）の所管

ではないため、事務局を通じ、

担当部署へ伝えさせていただ

きます。                 

 なお、府中市市民協働の推

進に関する基本方針（案）（以

下「基本方針（案）」といいま

す。）におきましては、「協働」

について、「多様で多層な主体

が情報を共有し、相互の立場

や特性を認めつつ、対等の立

場で、それぞれの役割を果た

し、共通する課題の解決や社

会的な目的の実現に向けて、

公益的な価値を相乗的に生み

出すため、連携・協力するこ

と」とし、さらに、本市が目

指す協働の姿として、市民と

市との協働だけではなく、

様々な主体間の協働の取組を

推進していくこととしていま

す。 



 

合計画ではキーワードの一

つだということで、安易な

使用を広げることは好まし

くありません。すでに策定

済みのインフラマネジメン

ト計画などでも、協働の言

葉の使用が見られます。府

中市が策定する文書での整

合性を保つようにしてくだ

さい。 

１２ 

  インフラマネジメント計画

における「市民との協働に

よる管理」で、市民協働に

よる取組の効果を経費削減

とストレートに表現するこ

とはいかがなものかと思い

ます。市の財政が厳しさを

増していることは、十分承

知しているつもりです。経

費削減のためばかりの市民

との協働であれば、方針の

考えからもかい離し、市民

からの広い支持は得られま

せん。なんらかの表現の変

更・追加が必要です。 

 府中市インフラマネジメン

ト計画における「協働」の用

法に対するご意見につきまし

ては、当協議会の所管ではな

いため、事務局を通じ、担当

部署へ伝えさせていただきま

す。 

 



 

 


